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れ
て
い
ま
す
o

;

の
人
せ
に
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
o

一
一
一
人
に
の
ぼ
る
被
告
者

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら
一
刻
も
早
て
い
ま
す
が
今
年
も
、

く
特
効
薬
と
い
わ
れ
て
い
る
蛇
奇
被
皆
者
が
で
で
き
て
い

血
消
(
注
射
〉
を
大
人
で
普
通
一
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら
川

本

か

一

一

木

う

つ

必

要

が

あ

り

ま

す

と
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冷

に
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に
お
い
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協
議
の
結
果
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法
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域
水
賂
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済
会
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事
務
所
役
場
内
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た
に
発
足
い
た
し
次

各
地
に
年
々
漁
船
の
川
蛾
引
於
が
依
一
件
地
に
救
難
針
策
か
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守
二
J

こ
〉
こ
一
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役
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れ
ま
し
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今
川
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間
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お

肘
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M
Uれ
て
止
ま
せ
ん

f-Ju--F織
が
白
出
附
一
す
o

漁
業
の
置
は
独
り
漁
践
の
み
で
一
会
長
小
幡
高

パ
バ
し
て
沼
市
首

L
t
こ
と
は
記
憾
に
あ
一
は
な
く
、
迎
難
の
防
止
と
、
理
一
時
に
一
副
会
長
米
川
昇
作
、
川
ト
針
縫

リ
リ

ιと
J

」
ろ
で
あ
り
ま
す
。
水
蛾
救
一
一
方
け
る
救
燃
限
勢
の
確
立
が
不
可
欠
な
一
円
地
芝
目
別
手

J

設
裂
が
別
品
川
三
十
二
ん
な
布
さ
れ
全
国
一
雨
前
凶
で
は
な
い
か
と
町
及
び
悶
係
漁
協
一

3
釦
判
制
的
師
、
飛
田
惣
一

ー「

漁
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ロ
勺
兵
入
り
で
報
導
さ
れ
て
い
官
し
た
一
全
面
的
に
活
訴
を
収

当
町
で
も
そ
の
例
に
洩
れ
ず
、
当
時
一
り
一
民
し
主
し
た
が
、

川
水
不
足
で
納
付
不
能
の
も
の
、
出
川
辺
げ
一
川
布
ま
で
雨
ら
し
い

に
繰
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
、
も
ろ
少
一
雨
が
降
ら
ず
、
こ
の

し
で
枯
れ
よ
ろ
と
し
て
い
る
も
の
合
せ
一
ま
、
で
は
何
れ
古
一
六

て
九
十
町
歩
も
あ
り
ま
し
た
Q

町
で
は
一
危
機
に
一
前
面
ず
る
こ

こ
の
事
態
に
対
処
し
で
、
早
速
治
水
対
一
と
が
予
感
さ
れ
ま
す

策
木
部
を
つ
く
り
、
関
係
代
表
者
配
も
一
県
で
は
、
緊
急
同
閉
会

う
ら
し
た
対
策
協
議
会
在
結
成
、
急
拠
一
を
招
集
、
緊
急
対
策

対
紫
に
乗
り
出
し
ま
し
た

o
mち
土
地
一
と
し
て
、
深
井
戸
、
民

改
良
工
事
が
終
っ
た
ば
か
り
で
、
思
う
一
浅
井
一
戸
を
刻
り
地
下

よ
う
に
用
水
の
廻
ら
な
い
、
大
賞
地
区
一
水
か
」
回
開
げ
て
用
水
を

改
良
区
ハ
北
区
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に
対
し
て
は
、
千
波
一
総
保

1
る
こ
と
L

し

土
地
改
災
区
に
怒
議
し
、
排
水
舎
の
拾
ぶ
一
弘
小
中
♂
舗
の
補
助
金

皆
さ
ん
翻
存
知
で
す
か

て
綿
製
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
か
ら
、

な
る
べ
く
早
く
本
籍
地
の
市
町
村
役
場

の
一
戸
籍
係
へ
、
夫
婦
の
認
印
を
持
参
の

上
、
申
し
出
て
下
さ
い
。
改
製
が
実
施

昭
和
二
十
三
年
に
新
し
い
一
戸
…
締
法
が
一
婦
に
つ
い
て
、
そ
も
ぞ
れ
新
一
円
絡
げ
と
さ
れ
て
い
る
期
間
中
の
厨
山
内
は
出
生
、

施
行
さ
れ
て
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で
十
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に
な
り
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作
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ま
す
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亡
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問
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と
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出
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な
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五
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れ
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っ
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大
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町
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機
浜
小
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収
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ら
れ
、
今
ま
で
の
主

1
ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
点
(
簡
単
な
、

て
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冒

し

た

選

授
の
補
助
対
象
旦
で
す
が
、
分
解
さ
れ
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ら
れ
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万
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叔
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∞
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こ
で
ま
一
川
幾
初
ハ
会
長
行
川
阿
弥
氏
一
恥
訂
い
沼
市
聞
か
)
設
け
て
誠
一
数
多
く
の
木
町
懸
案
の
訪
問
題
に
古

い
で
い
は
日
闘
の
ご
で
は
幾
楽
改
良
普
及
所
、
J

術

事

こ

よ

一

!

ト

ソ

ー

ダ

の

一

な

き

努

力

を

H
A
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
β

u
j
l
E
残
効
諮
問
は
五
十
口
M

…
官
で
あ
る
と
去
一
去
る
五
月
十
六
日
自
宅
に
お
い
て
心
吻

浅
野
晶
体
焼
石
巡
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
:

ず
さ
設
ん
で
哀
悼
の
唆
，
‘

=

圃

タ

4
円

軍
品
グ
ハ
士
官
庁

夫

婦

本

位

ム
シ
院
か
ま

却
も
皐
く
警

(
問
問
輸
は
一
本
ご
千
円
山
制
度
)
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一一切

血
清
が
な
か
っ
た
り
、
病
院
が
速

い
場
合
に
は
胤
者
の
不
安
が
大
き

い
の
で
警
察
で
は
機
動
力
な
利
用

ー
し
て
血
清
の
手
間
ゃ
、
ま
た
深
夜

で
も
各
警
察
裂
の
パ
ト
ロ
|
ん
カ

ー
が
血
清
や
医
師
を
乗
性
て
急
行

マ
県

子宮
害
対
策

"""~-"")事

県
会
議
長
広

今
次
の
子
容
は
淡
以
県
内
水
田
両

の
約
問
州
市
に
及
ぶ
水
田
に
甚
大
な
る

害
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
推
則
さ
れ

お
り
ま
す
が
、
去
る
三
月
末
の
凍
結

詩
に
玄
ね
て
の
稀
有
の
災
皆
に
農
家
の

窮
欣
は
ま
こ
と
に
深
刻
で
日
を
阪
う
も

の
が
あ
り
今
后
の
農
業
経
営
及
び
生
活

は
真
に
愛
成
さ
れ
る
か
の
が
あ
り
ま
す

わ
れ
/
¥
町
村
は

R
下
関
係
者
の
協

力
の
も
と
に
応
急
摘
版
企
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
め
り
ま
す
が
、
こ
の
時
に
心
当

り
県
下
町
村
の
総
出
品
を
も
っ
て
去
る
六

月
九
日
以
降
再
一
一
一
に
一
日
一
り
、
平
山
清
田
村

は
淡
域
肘
川
町
村
議
長
会
々
長
と
し
て
茨

域
間
畑
町
村
会
長
川
川
村
制
民
と
共
に
友
交

県
知
務
並
び
に
宇
佐
美
県
議
会
問
長
に

陳
情
い
た
し
ま
し
た
が
ち
そ
の
被
容
と

現
地
の
実
情
に
鑑
み
去
る
七
月
五
日

ね
て
次
の
本
萌
に
つ
い
て
陳
情
い
た

ま
し
た
。

一、
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監T

参
加
戸
数

四
O
パ

セ

キ
レ
イ
位
す
る
運
動

町

長

加

藤

清

私
は
湖
南
地
万
が
東
京
の
奥
降
敷
で
船
が
人
っ
て
来
れ
ば
金
も
務
φ

り
る
し

あ
る
と
す
れ
ば
、
英
の
離
れ
降
敷
に
そ
れ
だ
け
町
に
j

ラ
ス
に
な
る
わ
け

し
た
い
と
い
う
考
へ
で
、
機
会
あ
る
で
あ
り
ま
す
。
今
泡
以
内
は
勿
論
拐

毎
に
呼
び
か
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
木
、
昨
山
内
、
山
烈
、
埼
玉
万
一
向
と
ん
f

市
川
く
英
の
し
ゐ
し
が
見
え
て
来
た
二
後
一
目
成
郎
心
一
山
か
ら
の
お
存
斗
一
考
ー

と
は
、
悦
以
し
い
こ
と
で
あ
り

I
1
る
と
、
間
内
北
九
の
は
け
一
一
小
h
y

八
る
だ
ん

と
い
う
の
は
も
う
洲
市
地
万
が
飽
和

7
レ
一
子
出
j

ろ
次
山
一
二
あ
り
ぷ
寸
け

状
限
守
、
、
こ
れ
以
と
お
容
を
送
リ
込
河
川
在
旭
日
中
一
一
ゃ
れ
ヤ
一
川
門
川
仙
の
比
一

め
な
い
と
い
う
の
マ
、
同
扶
で
は
人
子
工
と
、
今
年
か
ん
始
E
る
、
問
符
線

年
の
又
は
輸
送
を
千
葉
、
茨
M
刊
に
中
山
一
の
電
化
と
は
、
淡
々
大
泌
が
有
利
な

点
を
お
き
、
特
に
大
洗
へ
は
一
例
引
条
件
に
な
る
訳
で
寸
が
、
た
Y
大
切

を
す
る
と
い
う
決
定
を
し
た
が
ら
で
な
問
題
は
受
入
態
勢
た
と
う
昨
山
口
す

あ
り
ま
す
0

・

る

か

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

o

町
の
良
栄
倍
以
興
を
図
る
と
共
に
、
忠
交
通
機
問
、
宿
泊
施
設
、
娯
楽
施
設

ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
と
英
の
他
色
旬
、
あ
↑
Q

わ
け
で
す
が
、
何

ん
ど
ん
お
実
在
誘
致
す
る
と
い
う
市
ん
と
い
っ
て
も
、
大
栄
が
市
失
心
し
て

は
大
事
で
あ
り
ま
し
て
、
例
へ
ば
組
楽
し
め
る
、

3
れ
い
な
反
で
上
り
、
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ン
ト
に
達
す

他
康
な
町
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

道
路
の
下
水
或
は
明
芥
の
汚
物
処
埋

等
白
の
前
に
迫
っ
て
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
沢
山
あ
り
ま
す

川
も
厚
生
訓
、
建
設
料
、
経
済
課
を

中
心
に
し
て
、
計
一
向
を
立
て
L

努
力

し
て
い
る
の
で
す
が
、
何
し
ろ
海
岸

線
も
大
沈
下
か
ら
、
大
武
の
下
ま
で

伯
当
U
K
く
、
予
算
に
も
限
り
が
あ
る

の
で
、
印
刷
コ
よ
う
に
な
ら
ず
、
何
か

レ
一
迷
叩
訟
を
か
け
て
お
ふ
二
と
は
申
訳

け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
o

衛
生
方
面
で
も
一
作
年
か
ら
廷
海
の

仰
山
地
区
含
、
ま
づ
モ
デ
ル
地
反
と

し
て
、
蚊
と
蝿
の
い
な
い
運
動
を
は

じ
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
だ
ん

だ
ん
地
域
も
鉱
張
さ
れ
、
各
地
区
の

百
年
問
、
婦
人
会
、
町
内
会
を
中
心

と
し
て
、
効
果
を
あ
げ
て
来
て
い
る

こ
と
は
、
誠
に
感
謝
に
地
へ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
。

ー

!
i
t
-
-

マャ

溝
帯
法
と

特
別
講
捕
地
域

j
u
B
R
f
z
t
t最
寄
L
u
e
s
a
g奮
器
童
書
遭
a護
観
畢

E
Z書
官
a

d

J

E

で
泌
?
?
む
は
で
、
充
分
に
倣
旬

ω必一

3
、

そ

の

他

の

較

仙

一

な

一

二

人

)

一

援
が
ち
ま
す
の
で
、
あ
ち
こ
あ
に
少
一
踊
除
道
具
、
ホ
ウ
キ
、
チ
リ
取
り
。
一
同
蚊
一
娠
を
け
山
心
な
い
で
授
ら
れ
る
よ
一

し
づ
ぎ
〈
伊
}
ど
は
や
め
て
、
、
一
行
所
一
パ
ム
叩
ツ
(
附
升
入
り
が
よ
い
)
一
う
に
な
っ
た
。
一

に
一
一
点
町
駅
間
は
固
く
守
っ
て
下
さ
い
一
如
露
ハ
問
升
入
り
が
よ
い
)
一
帥
片
十
路
上
の
効
川
市
が
ヒ
っ
た
0

(

牛一

一
二
枚
の
改
選
一
害
虫
の
い
広
い
町
は
一
礼
や
叫
排
卵
の
抽
出
産
、
国
家
的
に
は
一
一
清
掃
法
は
昭
和
一
一
十
九
年
の
制
定
で
す

p

l

m

内

の

汲

取

口

の

改

善

一

如

何

に

明

る

〈

、

一

八

五

億

の

鳩

加

と

な

る

o

こ
れ
は
深
一
そ
の
芳
四
条
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
一
二
年

許
可
ナ
ン
と
、
コ
シ
ク
リ
l
一
い
か
に
経
済
的
で
揚
る
か
、
一
票
安
眠
出
来
る
た
め
肉
体
的
、
川
一
十
一
一
月
大
洗
町
は
特
別
清
掃
地
域
の
指

ト

γfv
作
り
〈
使
池
か
ら
、
う
一
こ
の
運
動
が
問
中
の
大
勢
の
人
法
に
よ
一
理
的
に
改
善
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
定
を
う
け
た
地
域
に
は
全
面
的
に
こ
の

じ
h

リ

え

一

ど

出

さ

ぬ

よ

う

、

ま

た

一

っ

て

実

行

さ

れ

て

ゆ

く

と

、

実

施

し

た

一

一

清

掃

法

を

適

用

す

る

と

ゅ

う

こ

と

で

す

一
り
は
え
が
出
入
し
て
も
、
一
二
自
一
全
国
各
町
村
の
ま
と
ま
っ
た
結
果
で
は
一
は
え
撲
滅
運
動
の
J
F
モ
ず
扮
訟
は
、
清
掃
に
関
す
る
国
の
基
単

位

Z
中
ぶ
つ
け
ま
す
か
ら
、
ハ
一
街
並
が
清
潔
と
な
り
、
汚
れ
物
等
の
r
様
。
県
の
指
定
す
る
楽
器
似
布
一
一
戸
当
り

7
一
示
し
ま
す
か
ら
、
大
洗
町
も
一
駿
都

正
け
ん
入
レ
な
い
よ
う
に
)
便
所
の
一
が
日
比
え
ず
、
従
っ
て
符
の
美
観
も
維
ぷ
基
準
頒
(
モ
ヂ
ル
地
区
の
場
合
)
伺
↓
市
同
様
、
国
の
示
す
線
に
沿
っ
て
、
抑
制

ま
長
制
を
張
る
o

こ
の
費
用
コ
一
さ
れ
て
、
明
る
い
町
村
が
築
か
れ
て
ゆ
一
人
負
担
縦
十
役
場
負
担

T
凶
八

O
ナ
掃
を
実
施
す
る
義
務
が
生
じ
ま
し
た
。

ン
タ
ハ
川
八
十
円
、
金
制
三
十
円
一
く
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
外
4

0
清
掃
放
ぴ
薬
剤
撒
布
、
実
施
分
担
(
一
こ
れ
は
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
実
に

警

長

平

均

)

一

の

よ

う

な

こ

と

で

あ

っ

た

。

一

大

洗

町

三

ヶ

年

計

号

一

大

変

な

こ

と

な

の

で

す

o

た
と
え
ば
、

け

子

、

治

ヴ

整

備

一

川

伝

染

病

発

生

率

が

減

少

し

た

0

4

1

個
人
:
自
宅
の
便
所
ゴ
ミ
箱
(
」
ふ
ん
尿
は
そ
の
ま
』
肥
料
に
す
る
こ
と

大
空

u
.
7
タ
の
な
い
ゴ
ミ
箱
↑
五
分
の
一
と
な
っ
た
〉
一
回
)
堆
肥
、
豚
舎
等
の
清
掃
と
よ
は
禁
ぜ
ら
れ
、
ネ
ズ
ミ
の
屍
体
一
匹
道

K
U
J
υ

こ
れ
は
エ
サ
を
与
え
て
一
凶
医
療
費
が
減
少
し
た
0

(

全
国
平
一
す
り
ま
き
。

11

」
路
に
こ
ろ
が
っ
て
い
て
も
町
当
局
で
拾

γ例
ゾ
〈
い
る
よ
う
な
も
の
。
一
均
一
国
民
診
療
報
酬
九
八
八
円
が
手
八
)

2

役
場
衛
生
一
地
:
・
公
共
地
区
、
工
よ
い
上
げ
に
出
向
す
る
こ
と
と
な
り
、
個

早
ゴ
ふ
ら
つ
け
ま
し
ょ
う
o

一
一
円
と
な
り
、
半
傾
E
す
む
よ
ろ
己
消
説
、
下
水
路
の
消
婦
と
楽
、
ミ
↓
人
と
し
て
は
、
住
民
が
衛
生
的
は
自
己

i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
i
l
i
i
1
1
1ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1
1
1一
処
分
で
き
る
範
凶
内
で
(
燃
せ
る
ゴ
ミ

申告
M

量
主
F
F
2
こ
ウ
D

一
ま
す
c

ど
う
か
こ

S
開
民
主
M
一
郎
な
ハ
ム
一
は
怒
し
埋
め
ら
れ
る
も
の
を
埋
め
る

運

動

を

推

濯

す

る

丈

記

¢

一

2生
の
号
、
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

4
2常
何
人
も
が
容
易
に
処
分
で
き
る

組
織
北
配
衛
生
組
合
の
あ
り
方
一
日
は
け
れ
時
性
組
合
の
誕
生
す
」
川
市
川
市
目
印
M
U
転
日
付
目

、

山

出

一

区

住

民

の

た

ゆ

ま

ざ

る

一

大

賞

、

祝

町

は

青

年

同

が

卒

先

統

一

行

一

一

条

)

清

潔

の

保

技

の

義

務

を

保

技

し

て

努
力
心
品
川
誌
の
習
の
智
一
ム
到
に
の
り
山
し
、
着
々
そ
の
資

t一
ハ

エ

の

生

態

一

い

な

い

も

の

と

し

て

扱

わ

れ

る

こ

と

に

つ
に
、
竺
υ
で
j
が

、

も

一

つ

一

つ

大

切

一

げ

て

い

ま

ォ

リ

が

、

大

体

百

戸

程

度

を

ニ

一

な

る

わ

け

で

す

o

罰
則
(
十
一
条
)
は

ふ
な
:
川
、
J
M州
酬
の
一
強
化
レ
」
レ
う
こ
と
一
地
域
と
し
て
、
組
織
化
す
る
こ
と
が
能
一
夏
に
卵
合
住
つ
け
る
と
o

一
日
足
ら
斗
滋
し
く
、
不
法
投
棄
…
u
軽
犯
罪
法
に
優

で
す

o
t
i

一
率
的
下
、
あ
る
と
の
県
の
は
仰
を
基
に
し
一
で
幼
虫
(
う
じ
〉
と
な
り
Q

六
日
後
炎
一
先
し
て
適
用
せ
ら
れ
、
ゴ
ミ
や
ふ
A
m
m

ー
の
協
引
誌
な
も
の
と
な
る
か
主
て
者
え
ま
す
と
、
大
洗
町
は
、
現
在
嘱
一
皮
が
磁
化
し
て
附
近
の
土
ー
巾
に
h
u
ぐ
り
一
の
処
理
に
つ
い
て
言
え
ば
、
珂
在
町
内

こ
hhvrmlh
定
か
も
の
に
止
ま
る
か
は
一
託
負
と
い
う
制
度
を
と
っ
て
お
り
ま
す
一
輔
(
さ
な
ぎ
)
と
化
す
る
。
附
は
土
中
一
に
散
在
す
る
『
豚
舎
の
管
閣
内
』
が
法
的

ん

t
L川
口
ん
小
選
仇
に
封
す
る
向
性
こ
と
か
ら
、
川
附
託
良
さ
ん
中
心
が
最
ム
に
七
日
で
ハ
エ
と
な
り
(
羽
化
し
飛
ぴ
一
に
巡

μす
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
ー
す

川
引
一
レ
¥
二
か
ん
ほ
か
配
的
泌
氏

J~-
組
織
化
の
点
で
は
ス
ム
ー
ス
に
運
ぶ
ゎ
一
出
す
o

こ

の

間

十

四

日

)

一

か

ら

京

の

者

汁

』

等

の

問

題

と

共

に

η
窃
打
て
臥
一
白
η
知
刊
に
か
か
っ
て
い
一
け
で
す
o

一

恐

る

べ

き

紫

熔

力

一

こ

の

ま

」

に

払

附

し

て

お

く

こ

と

は

山

ド
引
し
七
配
附
ωな
い
処
仁
統
一
行
干
し
か
し
強
い
て
こ
れ
を
行
っ
て
白
、
五
一
旦
凶
日
に
お
け
る
一
匹
の
ハ
エ
は
、
百
匹
一
来
な
い
で
し
ょ
う
o

こ
の
清
掃
苧
ピ
法

動
は
但
?
な
い
吋
と
い
わ
れ
る
通
り
、
一
な
実
施
意
欲
に
欠
け
お
必
理
程
度
の
止
つ
つ
陵
町
卯
を
統
、
げ
て
い
く
か
ら
九
日
斗
に
し
て
、
大
洗
問
の
実
状
に
即
し
た
向

部
落
の
附
;
て
く
ま
な
く
ゆ
さ
む
の
、
形
だ
は
の
組
合
と
な
っ
て
し
ま
っ
で
に
は
突
に
八
世
代
が
繰
り
返
え
さ
れ
一
条
町
の
ど
制
定
し
一
日
も
早
く
明
る
い
大

た
っ
た
日
誌
の
民
凶
を
期
待
す
る
な
ら
一
ず
は
到
底
、
こ
の
辛
枠
抽
出
い
運
動
の
発
一
七
八
兆
二
一
五

O
億
円
と
な
る
。
一
洗
町
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぱ
、
円
芋
円
、
前
生
組
合
主
作
っ
て
、
一
良
は
期
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
一

i
駅
削
桁
川
出
引
間
町
一
駐
軍
制
川
:
つ
い

統
一
あ
る
行
制
?
と
ら
な
け
れ
ば
な
よ
適
切
な
一
=
長
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ

T
一

環

と

し

て

、

二

の

僕

減

こ

乗

り

川

ま
せ
ん
υ

一

一

『

希

盟

主

は

厚

生

献

ま

で

お

申

し

、

比

一

出

し

た

の

は

昭

和
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